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年間第 11 主日 (マルコ 4:26-34) 
多くのたとえで御言葉を語られた 

 

今年の年間第 11 主日はマルコ４章の「成長する種」のたとえと「か
らし種」のたとえが語られました。神の国についてのたとえを語るイエ
スから、わたしたちが人に神の国を語る姿勢を学びたいと思います。  

今週の福音朗読は、神の国についてのたとえ話が２つ挿入されて語
られています。この朗読個所を説明するのに、何か別の例えを話すとい
うことにすごく抵抗を感じました。  

イエスが「神の国は次のようなものである」（4・26）とたとえ話
を語る。イエスがたとえ話を語っているのに、わたしが「これは、たと
えて言えばこのようなものですよ」と言うのはふさわしくないのではな
いか、たとえ話を台無しにすることにならないかと考えたのです。  

イエスのたとえで、神の国は十分語り尽くされている。そう信頼し
て語られたたとえに向き合う必要があります。人が土に種を蒔きます。
種は芽を出して成長します。成長の仕組みを知ることのできないわたし
たちにはとても不思議に見えますが、いくらどうなっているのかを追及
しても、わたしたちには解き明かせません。  

けれども農夫は、この不思議な種の実りに信頼を寄せ、農夫にでき
ること、すなわち水をまき、雑草を取り除くなどして世話をします。す
ると、種に書き込まれた神の設計図に沿って、確実に実を結んでいきま
す。  

これが神の国の姿をうまく言い当てているとイエスは語ります。神
の国（神の支配と言ってもよいでしょう）は目には見えず、いつ頃にど
こまで及んでいるかを計算することもわたしたちにはできません。しか
し神の国は、神が思い描いた設計図に沿って確実に広がりを見せるので
す。わたしたちはただ、神の働きにそれぞれが協力するのです。  

からし種が成長して空の鳥が巣を作るたとえも、不思議な出来事で
す。鳥は、どのようにして巣を作る技術を手に入れたのでしょうか。両
親から巣のこしらえかたを学び、練習したのでしょうか。わたしたちは
それを知る方法がありません。神が鳥の本能に、巣を作る設計図を書き
込んでおられるとしか説明のしようがないのです。  

どんな鳥でも、雛を育てるために巣を作ります。わたしたちができ
るのはただ、鳥に巣作りの場所を提供することくらいです。人間はわず
かしか協力できなくても、そのわずかな人間の協力の上に、神は驚くほ
どの働きを積み上げてくださいます。神の国は、人間が神の働きに協力
するのを喜びつつ、神が描かれた設計図通りに広がっていくのです。  

今説教を聞いている皆さんは、ここまでの話を聞いて、｢今週の説
教だったら、わたしでも話すことができる｣とお考えのことでしょう。き
っとその通りだと思います。イエスのたとえ話に、人間に過ぎないわた
しがいったい何を付け加えたり差し引いたりすることができるでしょう
か。  



あえて、１つだけ言うとしたら、イエスが「多くのたとえで御言葉
を語られた」（4・33）このことにじっくり留まってみるべきだというこ
とです。イエスは、実に的確に、神の国について、たとえ話を語られた
のです。それは何を意味しているのでしょうか。  

それは、イエスが神の国について、だれにも説明を受ける必要がな
いほど完全に理解しておられたということを意味しています。完全に理
解しておられるから、それをたとえを引きながら説明することができる
のです。物事の本質を、的確に掴んでいるから、それをたとえを用いて
わかりやすく説明することができるのです。  

わたしたちの信仰生活を振り返ってみましょう。わたしたちは、信
仰の遺産の一部でも、たとえを用いてわかりやすく説明することができ
るでしょうか。たとえを用いてわかりやすく説明できるということは、
たとえようとしている信仰の遺産を十分に理解していることを意味しま
す。  

わたしたちは祈りを大切にしています。祈りがいかに大切か、祈り
が生活に何を添えてくれるのか、よくよく理解しているなら、それをた
とえを用いて人に説明することができるはずです。  

祈りは呼吸にたとえられます。人は呼吸をします。息を吸って、吐
くことで、新鮮な酸素を体中にめぐらせます。呼吸することでぼんやり
していた頭はすっきりして、体も活力がみなぎってきます。そのように、
祈りはわたしたちの魂に必要な酸素を行き渡らせ、魂の働きを活発にす
るのです。祈りを怠る人は、魂に新鮮な酸素が行き渡らず、不活発にな
るのです。このようなたとえは、祈りに冷淡な人にも通じるでしょう。  

わたしたちは聖書にもっと親しむべきです。聖書に親しむきっかけ
は何度か用意してもらいました。聖書愛読運動や、浜串小教区独自の録
音聖書での読み聞かせなどです。  

聖書に親しむ人ことは、たとえるなら辞書を引いているようなもの
です。聖書を何度か通して読んでみて、わたしはそういう答えにたどり
着きました。聖書に親しむと、自分が語る言葉、自分が人に伝えたい言
葉を聖書から探すようになります。そうやって聖書から生活に必要な言
葉を探すようになれば、ここまで聖書は人の生活を導くのだと、聖書に
全く触れたことのない人も心を開くのではないでしょうか。  

信仰の遺産は、朽ち果てていっては何にもなりません。価値あるも
のだと次の世代に理解されなければなりません。そのためには、イエス
が神の国を多くのたとえで語られたように、受けた信仰を十分噛み砕い
て、次の世代に分かるようなたとえを添えて伝える必要があります。  

どんなたとえなら、受けた信仰を十分に伝えることができるでしょ
うか。「御自分の弟子たちにはひそかにすべてを説明された」（4・34）
と言われるイエスが、わたしたちにも照らしと導きをくださいます。信
頼して、どんどんたとえを生みだして神の国を告げ知らせるものとなり
ましょう。わたしたち以上に、わたしたちを通して神は常に働いてくだ
さいます。  
 

年間第 12 主日 (マルコ 4:35-41) 


